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NotesoftheEggSacofHy"0b〃ssaJ“"s応（Urodela,Hynobiidaei

fromSadolsland,Japan

HisaoNambu

TovamaScienceMuseum

FormandcolouroftheeggsacsofHs”“"szswerestudiedin3spawnlngplaces

ofSadolslans,NiigataPref.,CentralJapan・Theintermediate-typeeggsacswerご

observedathightrateinallspawmngplaces・Thisisconcludedthatthemajorityo主

Hs”“"sおhaveinetermediate-typeeggsacs．

はじめに

サドサンショウウオは、佐渡島に生息する

唯一のサンショウウオ科のサンショウウオで鳶

佐藤により頭骨の特徴などにより新種として

記載された(Sato、1940)。本種の卵嚢はクロ

サンショウウオと同様に、紡錘型であるが、

内層の色彩が白色から透明までの変異型があ

ることが報告されてる（佐藤、1943；岩沢、

1983；南部、1990)。しかしながら、内層の色

彩に関する地理的変異や個体群内の変異につ

いては十分に調べられていない。今回、佐渡

島の小佐渡地方で卵妻の色彩の変異等を調査

したので報告する。

各タイプの定義は以下のように南部(1990b；

に準じた。

透明タイプ

中間タイプ

白色タイプ

(transparent-type：T-type）

(intermediate-type：I-type｝

(white-type：W-type）

なお、本報告では、中間タイプを、さらに

次の3段階に分けた（図1）。

･中間透明タイプ：透明に近いタイプ

（intermediate-transparenttype：IT－

type）

･中間標準タイプ（intermediate-standard

type（IS-type）

･中間白色タイプ：白色に近いタイプ

（intermediate-whitetype：IW-type）

調査方法

サドサンショウウオの卵嚢の調査は1990年

3月8日と9日に佐渡島の小佐渡地方の3個

所の産卵場所で行った(図3：1，2，3)。卵

雲の計測方法等は、南部（l990b）の方法に

準じた。なお、卵の発生段階(以下st.と略す）

を沢野（1947）のトウホクサンショウウオの

発生段階を参照して決定した。紡錘型卵嚢の

なお、中間標準タイプは、卵雲中に含まれ

る約半数の卵が視認できるものとした。
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Fig．1．Threetypesofintermediate-typeeggsacs

ofHs”0”sis．A，intermediate-transparent

typefromMaura，Akadomarl-mura；B，

intermediate-standardtypefromMaur・a，

Akadomar1-mura；C，intermediate-white

typefromAkadama，Ryotsu-shi．

結果と考察

調査地点の概要

次の3地点でサドサンショウウオの卵嚢を

確認し、調査を行った。

1）佐渡郡赤泊村真裏（標高10m)。

水田の脇の側溝の水溜まり（長さ約30m、

幅約30cm、水深約5cm)で、計14対（l＋l÷

7／宮
0王

4十l＋4＋2）の卵嚢を確認した。水温は

9℃であった。

2）両津市赤玉A（標高200m)。

大きさ10m×7m、水深約1mのため池で、

計37個（18十6＋7＋6）の卵嚢を確認した虚

3）両津市赤玉B（標高440m）

大きさ20m×幅7m､最大水深約1.5mの池

で、計234個(20＋20＋30＋30＋20＋60＋40＋

14）の卵嚢を確認した。水温は9.0℃であっ

た。

卵嚢の形態と卵数

赤泊村真裏と両津市赤玉Bの卵嚢の大きさ、

卵数等を表1に示す。

いずれの地点の卵雲も紡錘形であった。卵

愛の大きさを平均値士標準偏差（観察個体数畳

範囲)で示すと、真浦産のst,21-28の卵嚢では

外層の長さ7.4cm±0．80（、＝18,6.0-8.5)、

外層の幅3.7cm±0.34（、＝18,3.0-4.5）で

あった。赤玉B産のSt､15-20では、外居の長

さ7.4cm±0.93（、＝7.5,5-8.5)、外居の幅

4.9cm±0．38（、＝7,4.5-5.5）であった。こ

の値は、佐藤（1943）の報告した長さ94m±

22.5（、＝15,65-140)、幅48.1m±9．60（30

-62）の卵嚢（卵の発生段階は示していない）

と比較して、長さが短い傾向が認められる。

佐藤（1940,1943）は、サドサンショウウオ

の卵嚢の特徴の一つとして、付着点が長く、

その長さは普通20-30m､長いものでは80mに

達するものがあると記しているが、今回観察

した卵嚢では、そのような例は認められなか

った。また、佐藤（1943）は、サドサンショ

ウウオの卵嚢外皮には規則正しい縦線が認め

られることを報告しているが、今回観察した

真浦産の18個の卵嚢すべてと赤玉B産の6個

(表1：N04，5，6）で、規則正しい縦条が認

められた。

1卵雲中の卵数及び一腹卵数を平均値±標

準偏差（観察個体数、範囲）で示すと、真浦



サドサンショウウオの卵此

Table1．MeasurmentsofeggSacofHs”09"s2s，

Localitv:Akadomari-mura,Maura,Sadollands．

Eggsac(c、） Egg DeadeggPa童

NC
StageType

lengthwidthNumbel-DifferenceTotalNumber％

7.0(5.0）3．5(2.5）27 ０
231T152

7.0(6.0）3．5(2.5）26 0心

6.5(60）3．5(3.0）48 0心
221T88程

6.5(5.5）3．5(3.0）4〔 O噂

8.()(6.0）3.()(2.3）48 of
201N1383

8.0(7.0）3．0(2.3）35 0［

8.0(7.0）4．0(3.5）51 0，心
281T110I

8.0(7.5）4．0(3.5）5［ ⑰
ム

イ
ー
ム

7.5(6.5）3．5(3.3）5〔 36
1387 261T

8.5(7.5）3．5(2.7）37 12.：／

8.5(7.5）3．5(3.0）38 0心
261T48壕

8.5(7.5）3．7(3.2）42 ０

7.0(6.0）3．5(3.0）61 OG
13109 261T

7.5(65）3．2(2.3）48 00

8．0(6.5）40(3.0）6唾
8 ‐

一

一

二

Ⅱ

一

二

一０
lllさ 231S

7.5(6.5）4．5(3.5）59 0’1号

6.5(5.3）3．5(2.7）48 4.2
15雛 251S

6.0(5.5）3．2(2.8）33
’
四
一
一
Ｊ

イ
ー
エ

Locality:Ryotsu-shi,Akadama,Sadollands．

80(7.0）4．5(3.5）54 00
31鵬 151W

7.5(70）4．5(3.5）匪 0’丘

7.0(5.5）4．5(3.5）49 12
1286 261W

7.0(5.5）4．5(3.5）37 of

5.5(4.0）5．0(4.0）2s O心
1068 161W

－（-）－（-）39 OC

7.5(6.5）4．5(4.0）51 ０
1011息 151W

8.5(7.0）5．0(4.0）6真 11．6

7.5(6.5）5．5(4.5）34 12．9
局
ノ
０

房
ノ
ー 2 (）1W

7.5(7.0）5．0(4.0）41 0唖

40 O侭
1466 121S

26 00

39 12．を
87:Z 121S

31 O雁

ワ
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透明タイプが66.7％を占めた。赤玉A産では

調査した18個の卵嚢は、中間標準タイプ（IS

-type）8個、中間透明タイプ（IT-type）2

個、中間白色タイプ（IT-type）8個であり、

中間白色タイプが44.4％を占め、赤玉B産で

は、中間標準タイプ(IN-type）4個、中間白

色タイプ(IW-type)10個で、中間白色タイプ

がタ71.4％を占めた(図2，表1)。このよう

に、真浦では、透明に近い中間型が多い傾向

を示し、赤玉では、標準から白色に近い卵嚢

が多い傾向を示した。

大佐渡地方の佐和田町乙和池（標高560m）

では、調査した卵嚢の各タイプの卵嚢数は透

明、中間、白色の各タイプがそれぞれ1－14－

0（総卵嚢数約120)、相川町（標高860m）で

は2-16-8（総卵嚢数約300個）であり（南部、

l990b)、中間型が占める割合は933％、

Fig.2.EggsacsfromAkadama(A)，Ryotsu-shi･

産ではそれぞれ､44.5士10．5(、＝18,26-61〉

個、89士19．12（、＝9，53－119）個、赤玉B

産では41.6士10.27(、＝14,29-61)個､83.1±

18.63(n＝7,66-112)個であり、佐藤(1943〉

の示した1卵嚢中の卵数56.3士14.53（、＝

15,38-88）個より少ない値を示した。

調査した卵雲中に含まれる卵の発生段階は

真浦産ではst,20-28、赤玉B産では、st・'2-26

であった。なお、真浦産の幅1cmの同一のヨ

シに付着していたNo.1‐3の6卵嚢の発生段

階はst,20-23,幅5mの同一のササに付着し

ていたNQ4－7の8卵嚢の発生段階はSt,26-

28であった。また、赤玉B産では、幅1cmの

同一の枯れ草に付着していたNo.1－5の卵の

発生段階はst､15-20であった。

死卵を含む卵嚢は真浦産では、計18卵嚢の

うち4卵嚢で認められ、l卵雲中に含まれる

全卵数に対する死卵の割合は最小2％、最大

6％、中央値は3.0％であった。同様に赤玉B

産では、計14卵嚢のうち、4卵嚢で死卵が認

められ、最小1.6％、最大29％、中央値は2．2

％であった。

一一一
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Fig.3.Amapshowingthelocatlonwhereintenne‐

diate-typeeggsacsofHsad“"szswere

observed･1Maura，Akadomarl-mura；2

Akadama(A)，Ryotsu-shi,3Akadama（B)，

Rvotsu-shi；40towa-ike，Sawada-cho；5

Mt．Donden，Aikawa-cho，4and5are

quotedfromNambu(1990b）．

卵嚢のタイプ

今回観察したいずれの地点の卵雲も中間タ

イプの卵嚢が100％を占めた。中間型の内訳

は、真浦産では、中間標準タイプ（IS-type）

6個、中間透明タイプ(IT-type)12個で中間

行
Ｉ



サドサンショウウオの卵批

61.5％であった。

サドサンショウウオは、佐渡島全域に分布

し、その垂直分布も標高5mから1020mに至

る(本間、1979)。今後さらに、各産卵池の調

査が必要であるが、今回の調査と前回の調査

により（南部、l990b)、サドサンショウウオ

の卵嚢は､中間型が多いことが示唆された(図

3）。

クロサンショウウオの卵嚢は紡錘形で、サ

ドサンショウウオの卵雲とは類似する。近年、

クロサンショウウオの分布の南限にあたる中

部地方の山岳地帯を中心に、透明なタイプの

卵嚢が発見され、しかもその割合は高いこと

が認められている（南部、1990a，b)。ま

た、新潟県においても透明型、中間型が出現

することが知られている（杵淵、1976：

Takahashi，1989)。Takahashi（1989）によ

れば、透明型または中間型は新潟県で5地域

知られ、完全な透明型が出現する場合でも、

透明型が占める割合は小さい。また、比較的

高い地域妙高高原の3箇所の例でも、全卵瑛

数に占める透明型の割合は168％、375％、

34.6％である。また、透明型を含め、中間型

が出現する日本の北限は、佐渡島とはほぼ同

緯度にあたる新潟県新発田市（37.52'～54'）

であり、透明、中間、白色タイプの観察卵巽

数は、3地点でそれぞれ0-19-7（26)、0-5-

10（15)、0-10-28（400）で（かっこ内は総卵

嚢数)、中間型の占める割合はそれぞれ

731％、50％、35.7％である。

また、佐渡海峡をはさみ、佐渡島と相対す

る弥彦近辺は、中間型、透明型が出現する産

卵地点が5地域の中で最も多く、6地点のデ

ータでは、0-12-70（82)、0-43-165（500)、

4-6-20（30)、2-46-137（185)、0-17-78（95）

で、中間型の占める割合はそれぞれ14.6％、

28.6％、20.7％、20％、24.9％、17.9％であ

る。このように、透明あるいは中間型の紡錘

型卵嚢の地理的な出現傾向は、北方へいくに

したがい減少する。しかしながら、サドサン

ショウウオでは、中間型もしくは透明型が出

現する割合は新潟県よりもやや高い値である

ことが示された。今後、サドサンショウウオ

を含めた紡錘型卵嚢の内層における透明度の

地理的な変異や個体群内の変異に関する詳細

な調査が必要と思われる。
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